★Handout1 (senior)

大好きなファッションで全国大会にちょうせん！

Introduction

しょうことあかねは　同じ高校のファッション部で大好きなふくづくりに、ねっちゅうしています。二人は*ファッションEQ \* jc2 \* "Font:SimSun" \* hps16 \o\ad(\s\up 10(こうしえん),甲子園)に出ました。
Question 1:
どうしてファッション甲子園に出ようと思いましたか。
しょうこ：
ファッション甲子園のことは、テレビで知っていておもしろそうだな、と思っていました。２年生になって少しじしんがでてきたので、おうぼしてみました。しょうらい、ファッションの仕事をしたいので、全国大会で自分の力をためしてみたかったんです。
あかね：
しょうこが「いっしょにおうぼしよう」とさそってくれました。私も出たいと思っていたので、うれしかったです。
しょうこ：
よせんを通ったときは、なみだがでて、手がふるえました。よせんを通ると思っていなかったんです。
Question 2:
ふくづくりはどのようにすすめましたか。たいへんなことはありましたか。
しょうこ：
よゆうがないのはいやなので、２，３日前にできるように、スケジュールを立てました。そして、仕事を二人でわけて、作りました。でも花を作るために、思ったより時間がかかってしまいました。スケジュールがおくれて、あせったけれど、あかねが、いやなかおをしないで、私の分までぬってくれました。あかねといっしょに作ったので、とてもこころづよかったし、ゆうきが出ました。
あかね：
夜中にうちでミシンを使っていると、家族から「ミシンの音が大きくてねむれない」といわれました。ミシンのスピードを上げると、音がうるさくなるんです。それで、ゆっくりぬわなければなりませんでした。さいごの二日間は、てつやをしてできました。
Question 3:
一番いんしょうてきだったことは何ですか。
しょうこ：
全国からえらばれた高校生はデザインセンスもばつぐん！ふくにあわせたメイク、歩き方、ポーズのとり方もとても上手！同じ高校生でもここまでできるんだ、とかんどうしました。
あかね：
ファッション甲子園では、しんさいんに自分のふくが　ひょうかされます。こんなけいけんは初めてで、しょうげきてきでした。にゅうしょうできなくて、ざんねんでしたが、ファッション甲子園に出て、たくさんの人が「いいね」と思うふくを作りたいと思うようになりました。
Question 4:
しょうらいは何になりたいですか。
しょうこ：
ふくのかたがみを作るパタンナーになりたいです。しんさいんに、「デザインがはよかったけれど、ふくはデザインとちがっていて、ざんねんだった」と言われました。
このけいけんから、かたがみの大切さを学びました。
あかね：
私はデザイナーになりたいです。私がデザインしたふくが、パリコレや、ゆうめいなざっしに出るといいな！
*ファッション甲子園  = The nation-wide fashion competition for high school students held in Hirosaki, Aomori annually. In 2010, they receive over 4400 entries from 233 schools all over Japan. The winner of 2010 was sent to Paris as a delegation commemorating 10th anniversary of the competition.
